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役
立
つ
情
報
提
供

れ
に
は
、
現
在
の
火
山
活

動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
過

去
の
事
例
の
蓄
積
が
必
要

で
あ
る
。

産
業
技
術
総
合
研
究
所
火
山
体
や
噴
火
様
式
を
反

s
h
/
i
n
d
e
x
.h
t
m

l

)

」

火
日
、
火
山
活
動
の
情
報
は
約
1
1
0
0、
顕
微
鏡

（
産
総
研
）
地
質
調
査
総
映
す
る
た
め
、
ど
の
粒
子
と
し
て
公
開
し
た
。
試
料
を
収
録
し
随
時
更
新
し
て
画
像
な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ

合
セ
ン
タ
ー
は
全
国
の
火
が
ど
れ
く
ら
い
入
っ
て
い
ご
と
に
顕
微
鏡
画
像
や
、
い
る
。
2
0
2
3年
現
在
は
約
1
方
1
0
0
0件
収

山
研
究
者
や
気
象
庁
な
ど
る
か
分
析
し
て
鑑
定
す
れ
採
取
地
点
、
採
取
日
、
噴
で
火
山
数
は
4
1
、
試
料
数
録
さ
れ
、
国
内

・
海
外
に

と

協

力

し

て

噴

火

直

後

の

ば

噴

火

の

要

因

を

推

測

で

も

類

例

の

な

い

デ

ー

タ

ベ

降

灰

試

料

を

逐

次

採

取

き

る

。

し

か

し

多

様

な

火

ー

ス

で

あ

る

。

し
、
火
山
活
動
を
物
質
的
山
灰
を
網
羅
的
に
ま
と
め

に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
こ
た
文
献
や
統
一
的
な
分
類

と
で
火
山
活
動
の
状
況
の
法
は
な
く
、
鑑
定
は
研
究

把
掘
や
今
後
の
推
移
の
予
者
の
知
識
と
経
験
に
依
存

測
に
役
立
つ
情
報
を
提
供
し
て
い
た
。

し
て
い
る
。

そ
こ
で
産
総
研
で
は
、

火

山

噴

火

は

爆

発

や

溶

鑑

定

に

活

用

で

き

る

よ

火
山
灰

D
B公
開

、

岩

流

な

ど

さ

ま

ざ

ま

な

現

う

採

取

・
提
供
に
よ
り

象
を
発
生
さ
せ
、
災
害
の
火
山
灰
は
噴
火
経
路
の
蓄
積
し
た
試
料
を

「火
山

要
因
と
な
る
。
活
動
中
に
岩
石
や
マ
グ
マ
な
ど
を
含
灰
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
(

h

ttp

変
化
し
て
い
く
規
模
や
噴
ん
だ
混
合
物
で
あ
る
。
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火
様
式
の
予
測
は
困
難
で
類
や
微
細
組
織
の
特
徴
が
く
o
l
c
a
n
o
/
v
o
l
c
a
ni
c
_
a

あ
る
。
だ
が
、
過
去
の
履

歴
や
類
例
を
参
考
に
絞
り

込
む
こ
と
は
で
き
る
。
そ

手支補iてf
＠） 

ー産蘊•Illの挑戦一

火
山
活
動
き
＿
タ
リ
ン
グ

• 国内外4 1火山

・約1100火山灰試料

・約11000コンテンツ

・随時更新

火山灰試料

・採取地点
・採取日
・噴火日
• 火山活動の情報
・顕微鏡画像

etc… 

試
料
採
取
、
噴
火
要
因
を
推
測

9,  

未
解
明
ま
だ
多
く

火
山
灰
の
顕
微
鏡
で
の
i

鑑
定
は
研
究
者
が
人
力
で
一

行
っ
て
い
る
が
、
産
総
研
百
．．
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で
は
、
深
層
学
習
の
技
術
火
山
灰
に
は
成
因
が
末
制
約
を
行
い
、
観
測
結
果

を
用
い
た
火
山
灰
粒
子
画
解
明
な
微
細
組
織
も
多
と
照
合
し
て
赤
い
火
山
灰

像
の
自
動
分
類
研
究
も
行
い
。
新
燃
岳
2
0
1
8年
を
生
む
溶
岩
湖
の
ダ
イ
ナ

っ
て
い
る
。
自
動
化
に
よ
噴
火
に
お
い
て
溶
岩
湖
の
ミ
ク
ス
を
考
察
し
て
い

り
鑑
定
に
か
か
る
労
力
が
中
心
か
ら
爆
発
が
頻
発
し
る
。
火
山
灰
微
細
組
織
の

低
減
し
、
研
究
者
は
、
専
た
際
、
そ
の
火
山
灰
は
珍
研
究
の
進
展
に
よ
り
、
新

門
的
な
判
断
が
必
要
な
活
し
く
表
面
が
赤
み
が
か
っ
し
い
噴
火
メ
カ
ニ
ズ
ム
の

動
評
価
や
、
よ
り
高
度
な
て
い
た
。
現
在
、
筆
者
解
釈
が
生
ま
れ
る
か
も
し

噴
火
メ
カ
ニ
ズ
ム
研
究
に
は
、
赤
み
を
生
む
微
細
組
れ
な
い
。

注
力
で
き
る
。
織
の
特
定
と
形
成
条
件
の
（
木
曜
日
に
掲
翻
）

産総研地質調査総合センター
活断層・火山研究部門大規模
噴火研究グループ主任研究員

松本恵子

広島県出身。専門は火山物質科学。
野外調査と噴出物分析に基づく噴火
ダイナミクスの解明を行う。未知の
微細組織は手がかりが乏しく成因解
明に苦労するが、謎解きのような面
白さがある。火山は人間活動の時間
スケールで変動が見られ、推定結果
と比較できる地質現象という点に魅
力を感じる。
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